A4プリント一枚でわかるｯｯ！！

「裁判員制度」

2007/05/16(水)

○ 裁判員制度とは……?

国民に、裁判員として刑事裁判に参加してもらう制度。

2004年5月に「裁判員制度に関する法律」が公布され、2009年5月までに開始予定。

○ その内容

地方裁判所で争われる、殺人罪・強盗致傷罪などの重大な刑事事件が対象。 

原則として、一般市民から選出された裁判員６名と、法律のプロである裁判官３名で 

有罪か無罪かの判断、有罪の場合の量刑を審議。 

○ 意図

裁判を身近でわかりやすいものとして、司法に対する国民の信頼を向上させる。 

○ 選出方法

20歳以上の選挙権を持つ国民（有権者）が対象。
各市町村が、その有権者名簿からクジで裁判員候補者を選びだし、裁判所に出頭させ、面接等を経て裁判員として選任される。 

○ 主な辞退理由



○ サポート

裁判は公判前整理手続により、従来のものより迅速かつわかりやすく。

旅費、日当、宿泊料は支給される。

裁判中の休職についてや、裁判員のプライバシー・安全についても法律で保障。


・学生である


・70歳以上である 


・過去5年間に裁判員を経験した 


・親族の介護・養育をしなくてはいけない


・重い病気にかかっている 　　　　　…等など








＊法律専門家や司法関係者、国会議員や市町村長などは�最初から選ばれない。





☆あくまでこれらは基本的な部分のみの紹介です☆


☆裁判員制度には、まだまだ他にも調べてみると 面 白 い 点 が ……！☆�


◎考えてみよう…


　・裁判員への保障は実際どんな風になされる？ ・２、３日で本当に人をちゃんと裁けるの？


・宗教上の理由で人を裁けないんですけど？ ・国民は、そしてあなたは導入をどう思っている？ �











